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特集・国際サイクリング大会「サイクリングしまなみ」

10月26日（日）、国際サイクリング
大会「サイクリングしまなみ」が開
催 さ れ、YUMESHIMA 70（ 生 名
～弓削）コース約300名、IWAGI 
60（岩城）コース約200名が上島
町を訪れ、島内を駆け抜けました。

生名・立石港付近

生名橋

弓削港ゴール前

生名・海光園前

弓削大橋

弓削・エイドステーション

Ｙ
Ｕ
Ｍ
Ｅ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｍ
Ａ
70 

今
治
～
弓
削
（
片
道
） 
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特集・国際サイクリング大会「サイクリングしまなみ」

岩城・小漕港

岩城・長江地区

岩城・エイドステーション

岩城・ゴール

岩城・エイドステーション

岩城・西部地区

岩城・西部地区

Ｉ
Ｗ
Ａ
Ｇ
Ｉ
60 

今
治
～
岩
城
（
片
道
）



2014年12月　　4

島々の話題・上島町秋祭り
亀居八幡神社（魚島）を皮切りに、太田山神社（太田）、狩尾山神社（狩尾）、生名八幡神社（生名）、岩

城八幡神社（岩城）、八幡神社（佐島）、来名戸神社（土生）、高濱八幡神社（上弓削）、弓削神社（下弓削）、
著神社（引野・明神）で、それぞれ秋祭りが盛大に行われ、町内は祭り一色になりました。

魚
島
地
区
秋
祭
り

上
弓
削
区
秋
祭
り

岩
城
地
区
秋
祭
り

下
弓
削
地
区
秋
祭
り

土
生
地
区
秋
祭
り
（
提
供
写
真
）

生
名
地
区
秋
祭
り

佐
島
地
区
秋
祭
り

引
野
・
明
神
地
区
秋
祭
り
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島々の話題

10
月
９
日（
木
）、
生
名
立
石
多
目
的

広
場
に
お
い
て
上
島
町
合
併
10
周
年
記

念
植
樹
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
植
樹

は
愛
媛
銀
行
か
ら
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
及
び

オ
オ
シ
マ
ザ
ク
ラ
計
11
本
を
寄
贈
い
た

だ
い
た
こ
と
か
ら
行
わ
れ
た
も
の
で

す
。春

の
開
花
の
時
期
に
は
、
皆
さ
ま
是

非
生
名
立
石
多
目
的
広
場
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。

10
月
28
日（
火
）、
弓
削
地
域
交
流
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
第
一
回
公
共
施
設
あ

り
方
検
討
協
議
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
協
議
会
は
公
共
施
設
の
適
正
な
あ

り
方
等
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
意
見

を
求
め
る
こ
と
を
目
的
に
設
置
さ
れ
た

も
の
で
、
こ
の
日
の
会
合
で
は
会
長
・

副
会
長
が
選
任
さ
れ
た
ほ
か
、
生
名
ス

ポ
レ
ク
、
生
名
公
民
館
に
つ
い
て
議
論

が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
も
公
共
施

設
の
適
正
な
あ
り
方
等
に
つ
い
て
の
協

議
を
行
い
ま
す
。

れ
ま
し
た
。

日
頃
か
ら
の
ご
尽
力
に
感
謝
致
し
ま

す
と
共
に
、
此
の
度
の
受
賞
を
心
か
ら

お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

原
好
美
さ
ん 

大
臣
表
彰

漁
業
セ
ン
サ
ス
功
績
評
価

ゼ
ロ
ベ
ー
ス
で
議
論

第
一
回
公
共
施
設

あ
り
方
検
討
協
議
会

10/28

２
０
１
３
年
漁
業
セ
ン
サ
ス
に
お
い

て
、
調
査
員
と
し
て
統
計
調
査
員
事
務

に
精
励
さ
れ
、
そ
の
功
績
が
特
に
顕
著

で
あ
っ
た
と
し
て
、
原
好
美
さ
ん
（
弓

削
）
が
農
林
水
産
大
臣
表
彰
を
受
賞
し

ま
し
た
。

原
さ
ん
は
長
年
、
各
種
統
計
調
査
の

調
査
員
と
し
て
活
動
さ
れ
、
迅
速
か
つ

的
確
に
処
理
し
て
き
た
功
績
が
認
め
ら

今治市村上水軍博物館
特別展『芸予諸島・海民文化の考古学』開幕

10月４日、今治市村上水軍博物館で開催記念式典が行わ
れ、特別展『芸予諸島・海民文化の考古学』が開幕しました。
10月18日には、講演会『弥生・古墳時代の芸予諸島：環境
と人間』が開催されました。愛媛大学の村上恭通教授が「芸
予諸島沿岸地域における環境変化と遺跡形成－弥生・古墳
時代を中心に－」という演題で、近年の上島町での発掘調
査成果も織り交ぜて、研究成果を発表されました。

また、11月15日からは、愛媛大学ミュージアムに会場を
移して開催されています。今治市の島域と上島町の資料を
中心に縄文時代後期から奈良時代までの芸予諸島の海民文
化を物語る考古資料が多数展示されています。ぜひ、ご観
覧ください。
■開催場所と会期
愛媛大学ミュージアム会場
平成26年11月15日（土）～ 12月25日（木）
■上島町からの主な出展遺物
魚島篠塚港遺跡採集弥生土器、立石山遺跡出土遺物、宮ノ
浦遺跡出土製塩土器、岩城島採集製塩土器、文四郎山頂古
墳出土人骨、魚島大木遺跡採集遺物、弓削鎌田採集土器
■観 覧 料　無料
問上島町教育委員会（弓削）☎0897-77-2128

10/9

発
展
へ
願
い
込
め

合
併
10
周
年
記
念
植
樹

植樹する上村町長㊧と本田元広愛媛銀行頭取
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議会のうごき

上

島

町

議

会

第
４
回
臨
時
会

　

10
月
28
日
の
臨
時
会
に
お
い
て
、

次
の
議
案
を
審
議
し
ま
し
た
。
ま
た
、

正
副
議
長
・
各
委
員
会
委
員
が
選
出

さ
れ
、
議
会
構
成
が
次
の
よ
う
に
決

ま
り
ま
し
た
。

議
会
構
成
決
定

■
上
島
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

の
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

【
住
所
】
上
島
町
弓
削
下
弓
削
４
９
６

番
地

【
氏
名
】
春
冨　

信
利

【
生
年
月
日
】
昭
和
16
年
７
月
４
日

―
同　
　

意
―

■
議　

長　
　

原　
　

博
彦

■
副
議
長　
　

濱
田　

高
嘉

■
常
任
委
員
会

（
◎
委
員
長
、
◯
副
委
員
長
）

◇
総
務
文
教
厚
生
委
員
会

　
　

◎
前
田　

省
二

　
　

○
亀
井　

文
男

　
　
　

古
﨑　

幸
江

　
　
　

平
山　

和
昭

　
　
　

原
山　

公
男

そ
の
他
議
案

人
権
問
題
に
関
す
る
12
時
間

電
話
相
談
開
設
の
お
知
ら
せ

県
の
仕
事
魅
力
発
見
！

県
庁
で
セ
ミ
ナ
ー
開
催

相
談
内
容
…
差
別
待
遇
、
暴
行
・
虐
待
、

い
じ
め
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵
害
等
、

家
庭
及
び
近
隣
関
係
等
に
お
け
る
人
権

問
題
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
相
談
（
予
約

不
要
・
無
料
・
秘
密
厳
守
）

日
時
…
平
成
26
年
12
月
４
日（
木
）
午

前
９
時
～
午
後
９
時

電
話
番
号
…
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

０
１
２
０
―
４し

こ

く
５
９
―
７な
や
み
な
し

３
７

携
帯
電
話
か
ら
の
相
談
も
可
能

相
談
担
当
者
…
人
権
擁
護
委
員
及
び
法

務
局
職
員

主
催
…
松
山
地
方
法
務
局
・
愛
媛
県
人

権
擁
護
委
員
連
合
会

第28回ゆめしま海道いきなマラソン参加者募集
★開催日時：平成27年３月15日（日）雨天決行
★会場：生名立石多目的広場周辺施設
★大会日程：９：00開会式　10：00 ～順次スタート　
★種目：ハーフ・10km、３km、健康マラソン（約2.5km）
　（ハーフ・10、３kmは男女及び年齢別に各５部門に分けて表彰）
★参加料：【一般】3,000円／人、【高校生以下】1,500円／人
　（ただし健康マラソンは、300円）
★申込方法
①インターネット申込　RUNNET HP http://runnet.jp/runtes/
  ※コンビニ・カード払いが利用できます。
②専用払込用紙による申込

【注意】①②以外の申込は出来ません。
　　　 開催要項・専用払込用紙は、教育委員会及び各総合支所にあります。
★申込締切：１月30日（金）消印有効
★主催：ゆめしま海道いきなマラソン実行委員会
問〒794―2520　愛媛県越智郡上島町弓削佐島583番地
上島町教育委員会内　ゆめしま海道いきなマラソン大会事務局
TEL 0897―77―2128・FAX 0897―77―3207

　
　
　

竹
林　

秀
夫

　
　
　

土
居　

計
彦

◇
産
業
建
設
委
員
会

　
　

◎
林　
　

葊
道

　
　

○
寺
下　

滿
憲

　
　
　

檜
垣　

一
成

　
　
　

池
本　

興
治

　
　
　

松
原　

彌
一

　
　
　

濱
田　

高
嘉

　
　
　

原　
　

博
彦

◇
議
会
運
営
委
員
会

　
　

◎
平
山　

和
昭

　
　

○
松
原　

彌
一

　
　
　

古
﨑　

幸
江

　
　
　

寺
下　

滿
憲

　
　
　

竹
林　

秀
夫

　
　
　

池
本　

興
治

県
職
員
や
警
察
官
を
目
指
そ
う
と
し

て
い
る
方
な
ど
を
対
象
に
、
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
し
ま
す
。

日
時
…
12
月
23
日（
火
・
祝
）
13
時
～

場
所
…
県
庁
第
二
別
館
６
階
大
会
議
室

申
込
み
…
不
要

問
県
人
事
委
員
会
事
務
局

　

☎
０
８
９
―
９
１
２
―
２
８
２
６



2014年12月　　7

地域包括支援センターだより

　地域包括支援センターは、地域で暮らす高
齢の皆さんを、介護、福祉、健康、医療など
さまざまな面から総合的に支えるための総合
窓口です。皆さんがいつまでも健やかに住み
なれた地域で生活していけるよう、地域包括
支援センターを積極的にご利用ください。
★上島町地域包括支援センター	 ☎︎ 76―2261
★弓削サブセンター	☎  77―3700
★岩城サブセンター	☎  74―0755
★魚島窓口	☎  74―1120

地域包括支援センターだよりいつまでもいきいきとした生活を！
健康寿命とは、病気やけがなどにより日常生活が

制限されることなく、健康的に生活できる期間のこ
とをいいます。平均寿命が世界でトップクラスの日
本では、健康寿命もトップクラスです。

現在、健康寿命と平均寿命には約10年の差があり
ます。高齢期の人生をより豊かなものにするために
は、この健康寿命と平均寿命の差を縮めることが大
きな課題となります。

健康寿命を左右する「要介護」の原因をみると、

新たな楽しみを見つけましょう
高齢期は余生ではなく、定年退職や子育ての一段落などによって始まった「セカンドライフ」です。

健康寿命を延ばすためにも好奇心を失わず、活動的な毎日を送りましょう。これまで培ってきたもの、
どこかで諦めてしまっていたもの、時間ができたらやりたいと思っていたものなどにもう一度挑戦して
みませんか。また、自分の知識や経験、技術などを生かして新たなことにも挑戦してみましょう。人と
の出会い、交流はいきいきとした生活をもたらします。

 閉じこもりを防いで地域参加を
高齢になると体力や気力が低下し、日々の活動範囲が狭くなりがちです。これを放っておくと閉じこ

もりになってしまいます。閉じこもりは心身の衰弱を招き、介護につながる危険性があります。高齢に
なり、「自分が役に立つ人間だと思えなくなった」ということはありませんか。元気な高齢者が社会的
な役割を担うことは、これからの少子高齢化社会には欠かせません。それは同時に、欠かせない存在と
なった高齢者自身の新たな生きがいになります。これまでに得た知識や人生経験を生かせる場はたくさ
んあります。一番身近なのは、自分が住んでいる地域での活動です。地域のため、そして自分のために
積極的に参加しましょう。

脳血管疾患のほかに、衰弱、転倒・骨折、認知症、関節疾患といった「老年症候群」があげられます。
健康寿命と平均寿命の差を縮めるためには、生活習慣病の予防のほか、老年症候群の予防が大切です。

※上島町では高齢になられてもいつまでも安心して過ごせるような地域づくりを目指しています。
住民の皆さんも隣近所で関心を持ち、助け合うようにしましょう。
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保健センターだより

冬
場
の
食
中
毒
に
ご
用
心
！

■
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
感
染
性
胃
腸

炎
　
「
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
」
は
、
幅
広
い
年

齢
層
に
お
い
て
感
染
性
胃
腸
炎
の
原
因

と
な
る
ウ
イ
ル
ス
で
す
。
特
に
冬
場
に

多
く
発
生
し
ま
す
が
、
昨
冬
は
患
者
発

生
が
続
き
、
12
月
か
ら
４
月
末
ま
で
、

「
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
食
中
毒
注
意
報
」
が

発
令
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
感
染
力
が
強

く
、
家
庭
や
集
団
生
活
な
ど
で
感
染
し

や
す
い
た
め
注
意
が
必
要
で
す
。
今
季

も
流
行
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
感
染

予
防
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

■
予
防
方
法
は
…
？

　

感
染
経
路
は
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、

経
口
感
染（
口
か
ら
体
内
に
入
る
こ
と
）

で
す
。

○
食
事
の
際
に

◦
貝
類
（
二
枚
貝
）
は
、
ノ
ロ
ウ
イ
ル

ス
が
蓄
積
し
て
い
る
こ
と
が
あ
る
た

め
、
食
べ
る
場
合
は
じ
ゅ
う
ぶ
ん
（
中

心
温
度
85
℃
・
１
分
以
上
）
加
熱
し
ま

し
ょ
う
。

◦
調
理
前
や
ト
イ
レ
の
後
の
手
洗
い
消

毒
を
徹
底
し
、
手
洗
い
後
は
清
潔
な
タ

オ
ル
等
で
ふ
き
ま
し
ょ
う
。

◦
調
理
器
具
は
使
用
の
た
び
に
洗
浄
・

消
毒
を
し
ま
し
ょ
う
。

○
二
次
感
染
予
防
の
た
め
に

◦
お
う
吐
物
や
便
の
後
始
末
の
際
は
、

換
気
し
、
使
い
捨
て
の
手
袋
・
マ
ス
ク
・

エ
プ
ロ
ン
を
着
用
し
（
エ
プ
ロ
ン
が
な

い
場
合
は
、
大
き
い
ビ
ニ
ー
ル
袋
な
ど

で
代
用
す
る
）、
お
う
吐
物
等
に
直
接

触
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◦
お
う
吐
物
や
便
、
そ
れ
ら
で
汚
染
さ

れ
た
物
（
オ
ム
ツ
な
ど
）
は
、
ビ
ニ
ー

ル
袋
な
ど
に
密
封
し
、
廃
棄
し
ま
し
ょ

う
。

◦
後
始
末
の
際
に
使
っ
た
手
袋
・
マ
ス

ク
・
エ
プ
ロ
ン
は
、
そ
の
場
で
表
面
を

触
ら
な
い
よ
う
に
し
て
脱
ぎ
、
ビ
ニ
ー

ル
袋
な
ど
に
密
封
し
、
廃
棄
し
ま
し
ょ

う
。

■
消
毒
の
ポ
イ
ン
ト

◦
汚
れ
た
床
は
、
消
毒
剤
（
次
亜
塩
素

酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
）
を
含
ま
せ
た
布
か
、

紙
で
覆
い
、
そ
の
ま
ま
し
ば
ら
く
お
い

て
消
毒
し
ま
し
ょ
う
。
ド
ア
ノ
ブ
・
蛇

口
等
も
塩
素
消
毒
し
ま
し
ょ
う
。

※
ス
プ
レ
ー
は
、
ウ
イ
ル
ス
が
舞
い
上

が
る
た
め
、
使
わ
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

※
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
は
、
ア
ル
コ
ー
ル

や
逆
性
石
け
ん
で
は
消
毒
効
果
は
あ
り

ま
せ
ん
。

◦
片
づ
け
た
後
は
、
よ
く
手
を
洗
い
、

う
が
い
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

◦
衣
類
な
ど
を
加
熱
消
毒
す
る
場
合

は
、
85
℃
以
上
で
１
分
以
上
加
熱
し
ま

し
ょ
う
（
乾
燥
機
を
使
用
し
て
も
よ

い
）。

発
熱
な
ど
の
症
状
が
出
た
ら
、
な
る
べ

く
早
く
医
療
機
関
を
受
診
し
ま
し
ょ

う
。

○
特
に
乳
幼
児
や
高
齢
者
は
、
脱
水
症

状
に
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

※
次
亜
塩
素
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
は
、
手
指

消
毒
に
は
使
え
ま
せ
ん
。
使
用
上
の
注

意
を
守
っ
て
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

※
消
毒
液
は
作
り
置
き
せ
ず
、
そ
の
日

の
う
ち
に
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

○
吐
き
気
や
お
う
吐
・
腹
痛
・
下
痢
・

★消毒液の作り方★

消毒の内容 次亜塩素酸
ナトリウム濃度

希釈液の作り方
（原液６％の場合）

おう吐物や便が
ついた物の消毒 0.1％

500mlペットボトル１本の水
に10ml（ペットボトルキャッ
プ２杯）の原液を入れる

手すりやドアノ
ブなどの消毒 0.02％

500mlペットボトル１本の水
に２ml（ペットボトルキャッ
プ半杯）の原液を入れる

12月は「ふぐ中毒防止月間」です
ふぐによる食中毒のほとんどは、家

庭での調理で発生しています。
「ふぐ取扱者」の免許のない方は、

絶対に調理しないでく
ださい。また、無資格
の人が調理したふぐ
は、食べないようにし
ましょう。

※「かき」を安全においしく食べるために
「加熱用かき」は、生食せず、中ま

でじゅうぶん加熱して食べましょう。
「生かき」の「生」は、“生食用”の

意味ではありません。生で食べる場合
は、「生食用」と書かれたものを食べ
ましょう。
※温度管理や手洗い・調理器具等の洗
浄・取り扱いにも注意しましょう。

保
健
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り



12月 健康相談・リハビリ教室・検診ガイド
※★印は、獲得できる健康ポイント数
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目覚めの体操・検診等ガイド

シマテレで放映中の上島音頭に合わせた体操です。
体操をすると、うっすらと汗をかき、心地よい疲労感
を得られます。すべて行うのは大変という方も、でき
るところからはじめてみませんか？今回は、全身を
使った動きで、下肢筋力、バランス能力の向上を目指
しましょう。

船漕ぎ
①片足を前に出す。
②前傾姿勢で、前に出した足に体重を移動させる。

③船を漕ぐイメージで後ろに倒れる。
④①に戻る。
⑤反対の足を前に出して①～④を同様に行う。

健康相談（★5Ｐ）
9日（火） 13:30～16:30 魚島保健福祉センター

10日（水） 10:00～14:00 高井神公民館

健康相談（★5Ｐ）
2日（火） 10:00～11:00 せとうち交流館

上島はつらつ教室自主活動（★5Ｐ）
4日（木） 13:30～14:30 弓削保健センター

11日（木） 13:30～14:30 弓削保健センター
18日（木） 13:30～14:30 弓削保健センター
25日（木） 13:30～14:30 弓削保健センター

５歳児健診
5日（金） 12:30〜、13:00〜 弓削保健センター

地域リハビリ（合同おたっしゃクラブ）（★5Ｐ）
9日（火） 10:00～12:30 弓削保健センター

リフレッシュ教室（★5Ｐ）
15日（月） 13:30～14:30 緑ヶ丘集会所

はらすまクラブ（★10Ｐ）
15日（月） 14:00～15:30 弓削保健センター

ちびっちクラブ（合同育児教室）（★5Ｐ）
17日（水） 10:00～11:30 せとうち交流館

リフレッシュ教室
1日（月） 13:30～14:30 ３分団集会所

上島はつらつ教室自主活動（★5Ｐ）
1日（月） 13:30～14:30 生名保健センター

15日（月） 13:30～14:30 生名保健センター
22日（月） 13:30～14:30 生名保健センター

いきいき体操（★5Ｐ）
8日（月） 10:00～11:30 生名保健センター

保健センター開放日（乳幼児対象）
9日（火） 9:00～12:00 生名保健センター

おたっしゃクラブ（★5Ｐ）
10日（水） 10:00～12:30 生名公民館
11日（木） 10:00～12:30 生名保健センター

離乳食教室（★5Ｐ）
12日（金） 9:30～11:30 生名保健センター

はらすまクラブ（★10Ｐ）
15日（月） 10:00～11:30 生名保健センター

健康相談（★5Ｐ）
16日（火） 10:00～11:00 生名公民館

認知症予防教室（★5Ｐ）
4日（木） 10:30～13:00 岩城保健センター

16日（火） 13:30～15:00 岩城保健センター
健康相談（★5Ｐ）

18日（木） 10:00～11:00 岩城コミュニティセンター
にこにこ広場（★5Ｐ）

２日（火） 14:00～16:00 岩城保健センター
保健センター開放日（乳幼児対象）（★5Ｐ）

18日（木） 9:00～12:00 岩城保健センター
育児教室（リトミックでクリスマス！）（★10Ｐ）
19日（金） 10:00～11:30 岩城保健センター

◆生名保健センター　TEL 74‒0911

◆岩城保健センター　TEL 74‒0755

◆弓削保健センター　TEL 77‒3700

◆魚島保健福祉センター　TEL 74‒1120

３～５回を１セットとして
１日１～２回を目標に�
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しまなみ農業だより

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
は
ユ
リ
科
の

多
年
草
で
、
原
産
地
で
あ
る
南

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
古
代
ギ
リ
シ
ャ

時
代
か
ら
栽
培
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
日
本
に
は
、
江
戸
時
代
に

オ
ラ
ン
ダ
人
に
よ
っ
て
伝
え
ら

れ
、
最
初
は
主
に
鑑
賞
用
で
し

た
が
、
大
正
時
代
に
北
海
道
で

食
用
の
栽
培
が
始
ま
り
ま
し

た
。ア

ス
パ
ラ
ガ
ス
は
、
種
を
播

い
て
か
ら
収
穫
ま
で
に
2
～
3

年
、
根
株
を
植
え
て
も
収
穫
ま

で
に
1
～
2
年
か
か
り
ま
す

が
、
一
度
植
え
る
と
10
年
は
植

え
替
え
の
必
要
が
な
く
、
毎
年

収
穫
で
き
ま
す
。
そ
の
秘
密
は

根
に
あ
り
、
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の

根
は
イ
モ
の
よ
う
に
な
っ
て
養

分
を
蓄
え
て
お
り
、
そ
の
栄

養
で
一
つ
の
株
か
ら
芽
を
何
本

も
出
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。「
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
」
と
は

アスパラガスの
栽培

「
多
く
分
か
れ
る
」
と
い
う
ギ

リ
シ
ャ
語
が
語
源
で
、「
新
芽
」

と
い
う
意
味
で
も
あ
り
ま
す
。

寒
い
冬
の
間
は
、
ア
ス
パ
ラ

ガ
ス
の
根
株
を
植
え
る
適
期
で

あ
る
と
同
時
に
、
春
か
ら
秋
に

か
け
て
た
く
さ
ん
収
穫
す
る
た

め
の
管
理
を
行
う
重
要
な
時
期

で
す
。
株
に
養
分
を
蓄
え
さ
せ

て
長
期
間
お
い
し
い
ア
ス
パ
ラ

ガ
ス
が
収
穫
で
き
る
よ
う
、
手

入
れ
を
怠
ら
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

○
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
休
眠

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
は
収
穫
を
打

ち
切
る
と
茎
葉
の
育
ち
が
活
発

に
な
り
、
葉
を
開
い
て
光
合
成

を
盛
ん
に
行
う
よ
う
に
な
り
、

９
月
に
な
る
と
養
分
が
根
に
蓄

え
ら
れ
ま
す
。
11
～
12
月
以
降

は
葉
が
黄
化
し
て
最
も
深
い
休

眠
に
入
り
ま
す
。 

○
黄
化
し
た
茎
葉
の
処
分

葉
が
完
全
に
黄
変
し
た
こ
ろ

を
見
計
ら
っ
て
、
地
際
か
ら
5

～
7
㎝
の
茎
葉
を
刈
り
取
っ
て

乾
か
し
、
処
分
し
ま
す
が
、
そ

の
際
は
畑
の
外
に
持
ち
出
し
て

処
分
し
ま
す
。
そ
の
理
由
は
ア

ス
パ
ラ
ガ
ス
の
代
表
的
な
病
気

で
あ
る
茎
枯
病
や
斑
点
病
の
菌

が
刈
り
取
っ
た
茎
葉
に
つ
い
て

い
る
た
め
で
、
こ
の
茎
葉
を
残

し
た
ま
ま
だ
と
、
病
原
菌
が
茎

葉
の
中
で
越
冬
し
翌
年
の
病
気

の
発
生
源
に
な
る
た
め
で
す
。

丁
寧
に
集
め
て
処
分
し
ま
し
ょ

う
。

○
施
肥
と
根
株
の
防
寒
対
策

黄
化
し
た
茎
葉
を
片
付
け
た

後
、
株
元
に
土
寄
せ
を
し
て
い

た
場
合
は
、土
を
畝
間
に
戻
し
、

畝
間
の
通
路
を
耕
し
な
が
ら
畝

の
両
側
に
深
め
の
溝
を
掘
り
、

そ
の
中
に
堆
肥
や
油
か
す
を
施

用
し
て
か
ら
、
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス

の
根
株
を
埋
め
る
よ
う
に
、
畝

の
上
に
土
を
上
げ
て
や
り
ま

す
。
こ
う
す
る
こ
と
で
根
株
の

防
寒
対
策
と
な
り
ま
す
の
で
、

寒
さ
が
厳
し
い
場
所
ほ
ど
土
を

多
く
上
げ
て
や
り
ま
す
。

○
春
の
追
肥
等

そ
の
ま
ま
越
冬
さ
せ
、
３
月

ご
ろ
萌
芽
に
支
障
の
な
い
程
度

に
土
を
取
り
除
き
、
畝
間
に
落

と
し
て
や
り
ま
す
。
そ
の
際
、

春
の
追
肥
と
し
て
緩
効
性
の
化

成
肥
料
や
有
機
配
合
肥
料
な
ど

を
、
そ
れ
ぞ
れ
１
株
当
た
り
大

さ
じ
２
杯
程
度
を
目
安
に
与
え

ま
す
。

こ
の
よ
う
に
冬
～
春
に
か
け

て
土
を
動
か
す
こ
と
に
よ
り
、

雑
草
の
発
芽
を
抑
え
て
除
草
の

手
間
を
省
く
こ
と
も
で
き
ま

す
。

○
根
株
の
植
え
替
え

年
数
が
経
過
し
て
株
が
過
密

に
な
り
、
根
全
体
が
浅
く
盛
り

上
が
る
よ
う
に
な
る
と
生
育
が

衰
え
て
き
ま
す
が
、
冬
の
休
眠

中
に
根
株
全
体
を
掘
り
上
げ
て

分
割
し
、
他
の
畑
に
植
え
替
え

て
や
る
こ
と
で
、
再
び
勢
い
を

回
復
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
そ
の
際
は
違
う
畑
に
植
え

て
や
る
方
が
生
育
が
良
く
な
り

ま
す
。

○
種
ま
き
、
育
苗

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
に
も
色
々
な

品
種
が
あ
り
、
ミ
ニ
ア
ス
パ
ラ

ガ
ス
や
紫
色
の
品
種
な
ど
も
出

て
ま
す
の
で
、
新
し
い
品
種
に

挑
戦
す
る
の
も
楽
し
い
と
思
い

ま
す
。

春
に
出
回
る
苗
を
植
え
て
や

る
か
、
自
分
で
育
苗
す
る
場
合

は
3
～
4
月
に
育
苗
ポ
ッ
ト
に

種
を
3
～
5
粒
ま
き
、
草
丈
が

10
㎝
く
ら
い
に
な
っ
た
と
こ
ろ

で
1
本
に
間
引
い
て
や
り
、
1

年
間
育
て
ま
す
。
翌
年
の
3
～

4
月
に
ポ
ッ
ト
で
育
っ
た
根
株

を
畑
に
植
え
て
や
り
ま
す
。
植

え
て
か
ら
2
～
3
年
は
細
い
茎

が
出
て
き
ま
す
の
で
、
収
穫
せ

ず
に
そ
の
ま
ま
伸
ば
し
て
や
る

と
盛
ん
に
光
合
成
を
行
い
、
翌

年
の
新
芽
を
作
る
た
め
の
養
分

が
根
に
蓄
え
ら
れ
ま
す
。

アスパラガス

アスパラガスの根株

アスパラガスの種 育苗の様子
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消防だより

幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
防
火
パ
レ
―
ド

～
火
災
ゼ
ロ
を
目
指
し
て
～

災
害
時
に
お
け
る
水
道
の
応
急
活
動
に
関
す
る
協
定
の
調
印
式

～
災
害
時
の
断
減
水
等
の
被
害
に
備
え
て
～

11
月
上
旬
に
上
島
町
内
各
地
区
で
、
上
島
町
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
の

園
児
達
に
よ
る
防
火
パ
レ
ー
ド
を
実
施
し
ま
し
た
。
園
児
た
ち
は
、

大
き
な
声
で
『
火
の
用
心
』
と
地
域
住
民
に
火
災
予
防
の
呼
び
掛
け

を
行
い
ま
し
た
。
平
成
16
年
に
上
島
町
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
が
結
成
さ

れ
て
以
降
、
子
ど
も
に
よ
る
火
遊
び
で
の
火
災
や
ボ
ヤ
な
ど
は
発
生

し
て
お
ら
ず
、
今
回
も
パ
レ
ー
ド
後
に
「
ぼ
く
た
ち
、
わ
た
し
た
ち

は
、
火
遊
び
は
し
ま
せ
ん
」
と
力
強
く
誓
い
ま
し
た
。

平
成
26
年
10
月
14
日（
火
）、
先
月
の
「
災
害
時
に
お
け
る
物
資
の

供
給
協
力
等
に
関
す
る
協
定
」
の
調
印
式
に
引
き
続
き
、
上
島
町
弓

削
総
合
支
所
３
階
第
１
会
議
室
に
て
、
上
島
町
と
越
智
諸
島
管
工
事

業
協
同
組
合
と
の
調
印
式
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
協
定
は
、
上
島
町

地
域
防
災
計
画
に
基
づ
き
、
大
規
模

災
害
時
の
水
道
の
断
減
水
等
の
被
害

を
早
期
に
回
復
す
る
こ
と
を
目
指

し
、
上
島
町
の
要
請
に
よ
り
、
越
智

諸
島
管
工
事
業
協
同
組
合
が
協
力
し

て
実
施
す
る
応
急
活
動
に
関
し
、
必

要
な
事
項
を
定
め
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
締
結
し
ま
し
た
。
こ
の
協
定
に

よ
り
、
上
島
町
民
の
皆
様
の
安
心
・

安
全
の
確
保
に
つ
な
げ
て
ま
い
り
ま

す
。上

島
町
で
は
、災
害
時
に
上
水
道
が
使
用
で
き
な
い
場
合
に
備
え
、

飲
用
水
、
生
活
用
水
と
し
て
使
用
で
き
る
井
戸
を
住
民
の
方
か
ら
申

請
し
て
頂
き
、災
害
時
協
力
井
戸
と
し
て
35
箇
所
を
登
録
し
ま
し
た
。

な
お
、
災
害
時
協
力
井
戸
に
は
、
つ
る
べ
と
共
に
飲
料
水
、
非
飲
料

水
（
生
活
用
水
）
の
活
用
目
的
を
記
載
し
た
標
識
看
板
を
設
置
し
て

お
り
ま
す
。

11/6  岩城保育所

11/7  生名保育所

11/4  弓削保育所

11/5  魚島保育所

平成26年出動件数
摘要

年別 火　災 救　急

平成26年（10月） 0 26

平成25年（10月） 1 35

昨年比 ー 1 ー 11

平成26年累計 1 360

平成26年10月31日現在

防
災
井
戸
の
看
板
設
置
に
つ
い
て

看板の設置状況

飲める井戸水の標識

飲めない井戸水標識

防災井戸用つるべ
調印式の様子
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お知らせ

毎
月
10
日
は

自
転
車
安
全
利
用
の
日

　

一
人
ひ
と
り
が
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、

自
転
車
の
安
全
運
転
を
心
が
け
ま
し
ょ

う
。

　

上
島
町
交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
の
日

３
０
５
５
日
継
続
中
!!
（
平
成
26
年
11
月

１
日
現
在
）　

　

日
が
短
く
な
っ
て
き
ま
し
た
の
で
、
夕

暮
時
や
夜
の
運
転
に
は
十
分
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
、
上
島
町
で
は
、
町
内
業
者
か
ら

ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
購
入
さ
れ
た
場
合
、
購
入

し
た
費
用
の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

（
上
限
２
千
円
）
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用
し
、

安
全
運
転
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

○国体（国民体育大会）とは
　国体は、各都道府県持ち回りで毎年開催さ
れる、国内最大のスポーツの祭典です。
　２万人以上の選手・監督が参加し、各都道
府県が天皇杯（男子総合成績第１位）・皇后
杯（女子総合成績第１位）の獲得を目指して、
毎年熱い戦いを繰り広げています。
○愛顔つなぐえひめ国体について
　愛顔つなぐえひめ国体は、第72回大会として、平成29年（2017
年）９～ 10月に開催されます。
　愛媛県で国体が開催されるのは、昭和28年（1953年）に四国４
県共同で開催されて以来であり、今回は64年ぶり、しかも初の単
独開催となります。
　陸上競技や水泳などの「正式競技」のほか、得点対象とならな
い「特別競技」及び「公開競技」があります。
　また、県民の皆様も参加することのできる「デモンストレーショ
ンスポーツ」も行われます。
　愛顔つなぐえひめ国体は、愛媛の歴史や伝統などを基礎として、
県民の皆様の参加と協力を得ながら成功を目指すとともに多くの
方がスポーツに親しみ、スポーツを通じて結びつくことで、心身
の健康増進、地域のコミュニティの再生などを図ります。

前
回
大
会
軟
式
野
球
ポ
ス
タ
ー

生名フェリー　年末年始臨時ダイヤについて
日頃より、生名フェリーをご利用いただき誠に

ありがとうございます。年末年始期間（12/28（日）
～１/ ３（土）まで）は、臨時ダイヤにて運航いた
します。但し、１/ １元旦は、通常の日曜日・祝
祭日のダイヤで運航いたしますので、お間違えの

ないようお願いします。臨時ダイヤは広報かみじ
ま12月号折込チラシをご覧ください。なお、年末
年始は因島側が混み合うことが予想されますの
で、他のルートを含め、計画的なご利用をお願い
します。

上島町公営事業課

【問合せ先・申込先】
〒794-2593　愛媛県越智郡上島町弓削下弓削1000
弓削商船高等専門学校企画広報室企画係
TEL：0897-77-4613、FAX：0897-77-4691
E-mail：kikaku@yuge.ac.jp
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お知らせ

納
め
た
国
民
年
金
保
険
料
は
年
末
調
整
・

確
定
申
告
の
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
で
す
！

　年末年始のごみの収集は次のとおり行います。なお、年末最後・
年始最初に収集を行うのは、収集日が対象となる地区のみです。

※ルールを守って、正しく分別し、決められた場所に決められた時
間までに出してください。

※粗大ごみ・一時多量ごみ等の直接搬入の受付は、（魚島地区を除く）
【年末】12月30日（火）16時50分まで
【年始】 １月５日（月）13時30分から
※魚島地区の直接搬入受付は、７時～ 10時となります。お間違え
のないよう、ご注意ください。
問各総合支所住民課
弓削総合支所住民課　☎77-2503
生名総合支所住民課　☎76-3000
岩城総合支所住民課　☎75-2500
魚島総合支所住民課　☎78-0011

年末年始のごみの収集のお知らせ 国
民
年
金
保
険
料
は
所
得
税
法
及
び
地

方
税
法
上
、
健
康
保
険
や
厚
生
年
金
な
ど

の
社
会
保
険
料
を
納
め
た
場
合
と
同
様

に
、
社
会
保
険
料
控
除
と
し
て
そ
の
年
の

課
税
所
得
か
ら
控
除
さ
れ
、
税
額
が
軽
減

さ
れ
ま
す
。

控
除
の
対
象
と
な
る
の
は
、
平
成
26
年

１
月
か
ら
12
月
ま
で
に
納
め
ら
れ
た
保
険

料
の
全
額
で
す
。

ま
た
、
ご
自
身
の
保
険
料
だ
け
で
は
な

く
、
配
偶
者
や
ご
家
族
（
お
子
様
等
）
の

負
担
す
べ
き
国
民
年
金
保
険
料
を
支
払
っ

て
い
る
場
合
、
そ
の
保
険
料
も
合
わ
せ
て

控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

な
お
、
平
成
26
年
中
に
納
付
し
た
国
民

年
金
保
険
料
に
つ
い
て
、
社
会
保
険
料
控

除
を
受
け
る
た
め
に
は
、
年
末
調
整
や
確

定
申
告
を
行
う
と
き
に
、
領
収
証
書
な
ど

保
険
料
を
支
払
っ
た
こ
と
を
証
明
す
る
書

類
の
添
付
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
平
成
26
年
１
月
１
日
か
ら

９
月
30
日
ま
で
の
間
に
国
民
年
金
保
険
料

を
納
付
さ
れ
た
方
に
は
、
日
本
年
金
機
構

か
ら
「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
」
を
送
っ
て
い
ま
す
。
申
告

書
の
提
出
の
際
は
必
ず
こ
の
証
明
書
ま
た

は
領
収
証
書
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。（
平

成
26
年
10
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
の

間
に
、
今
年
は
じ
め
て
国
民
年
金
保
険
料

を
納
め
ら
れ
た
方
へ
は
、
平
成
27
年
２
月

上
旬
に
送
付
予
定
で
す
。）

税
法
上
と
て
も
有
利
な
国
民
年
金
は
、

老
後
は
も
ち
ろ
ん
不
慮
の
事
故
な
ど
万
が

一
の
時
に
も
心
強
い
味
方
と
な
る
制
度
で

す
。
保
険
料
は
納
め
忘
れ
の
無
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

平
成
27
年
1
月
24
日
に
開
催
す
る
「
愛

顔
感
動
も
の
が
た
り
発
信
事
業
」
表
彰
式

イ
ベ
ン
ト
の
中
で
、「
愛
顔
」
あ
ふ
れ
る

感
動
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
朗
読
し
て
く
れ
る

方
を
募
集
し
ま
す
。
１
千
人
の
中
で
朗
読

を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

○
募
集
期
間
：
12
月
１
日
～
12
日

問
県
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　

☎
０
８
９
―
９
１
２
―
２
９
７
２

愛
顔
感
動
も
の
が
た
り

朗
読
者
を
募
集
し
ま
す

地　区 年末最後の収集日 年始最初の収集日

弓削・魚島地区 12月31日（水）
１月５日（月）

生名・岩城地区 12月30日（火）

平成26年度弓削商船高等専門学校公開講座（いずれも受講料無料）

申込方法…申込書に必要事項を記入の上、企画広報室企画係へ郵送、ＦＡＸ、又は、
メールでお申し込みください。受付は先着順とし、定員になり次第締め切らせていた
だきます。なお、受付出来なかった場合のみ、その旨を連絡します。（メールの場合は、
公開講座名と必要事項（申込書参照）をご記入の上、お申込みください）

模型自動車を組み立てて勝負しよう！ 
日　　時…平成26年12月20日（土）13：30 ～ 15：00
対　　象…小学生（4・5・６年生）、中学生
定　　員…10名程度
申込締切…12月12日（金）
内　　容…自分で模型自動車を組み立てて、仲間と勝負して
みませんか？本公開講座は、「ものづくり」の楽しさを実際に
体験する機会を提供することを目的としています。一緒に「も
のづくり」を楽しみ、完成した喜びを共に分かち合いましょう。

オリジナルキャンドル・入浴剤作り 
日　　時…平成27年１月17日（土）10：00 ～ 11：30
対　　象…小学生以上【小学生は親子での参加】
定　　員…20名（組）（申込多数の場合、午前の部と午後の部
に分かれていただくことがあります。）
服　　装…エプロン（汚れてもよい長袖の服でお越しください）
申込締切…12月25日（木）
内　　容… 身近なもので、色つきオリジナルキャンドルと入
浴剤（バスソルト）を作ります。

【問合せ先・申込先】
〒794-2593　愛媛県越智郡上島町弓削下弓削1000
弓削商船高等専門学校企画広報室企画係
TEL：0897-77-4613、FAX：0897-77-4691
E-mail：kikaku@yuge.ac.jp
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お知らせ

愛
犬
の
散
歩
マ
ナ
ー

守
れ
て
い
ま
す
か
？

第
３
回
ふ
る
さ
と
愛
媛
学

サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

県
迷
惑
防
止
条
例
改
正
に
つ
い
て

●
日　

時　

12
月
14
日（
日
）　

●
場　

所　

せ
と
う
ち
交
流
館
多
目
的

ホ
ー
ル

●
参
加
料　

無
料

10
時
20
分
～
11
時
45
分

講
演
：「
上
島
の
荘
園
と
海
賊
衆
」

講
師
：
山
内　

譲 

先
生

　

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
お
誘
い
あ
わ
せ
の
上
ご
来
場
く
だ

さ
い
。

問
上
島
町
教
育
委
員
会
事
務
局

　

☎
７
７
―
２
１
２
８

★
今
治
市
民
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

（
10
月
19
日
・
今
治
市
営
中
央
体
育
館
）

（
３
部
・
女
子
ダ
ブ
ル
ス
）

　

準
優
勝　
　

越
智　
　

彩

　
　
　
　
　
　

池
本　

留
菜

（
３
部
・
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
）

　

優　

勝　
　

池
本　

留
菜

　

ベ
ス
ト
８　

越
智　
　

彩

　
　
　
　
　
　

岡
野　

敦
子

（
４
部
・
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
）

　

ベ
ス
ト
８　

小
田　

舞
子

　
　
　
　
　
　

大
塚　
　

梓

○
改
正
の
趣
旨

　

県
民
の
皆
様
の
安
全
で
平
穏
な
生
活

を
保
持
す
る
た
め
「
公
衆
に
著
し
く
迷

惑
を
か
け
る
暴
力
的
不
良
行
為
等
の
防

止
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
」
が
平
成
27
年
２
月
１
日
か
ら
、

名
称
も
新
た
に
「
愛
媛
県
迷
惑
行
為
防

止
条
例
」
と
し
て
施
行
さ
れ
ま
す
。

○
主
な
改
正
点

◆
第
三
条
（
不
当
な
金
品
の
要
求
行
為

の
禁
止
）

　

公
共
の
場
所
や
公
共
の
乗
物
に
お
い

て
、
迷
惑
を
覚
え
さ
せ
る
よ
う
な
言
動

に
よ
っ
て
金
品
を
要
求
す
る
こ
と
が
禁

止
さ
れ
ま
す
。

◆
第
四
条
（
卑
わ
い
な
行
為
の
禁
止
）

　

公
衆
浴
場
や
公
衆
便
所
等
の
衣
服
等

の
全
部
又
は
一
部
を
着
け
な
い
で
い
る

よ
う
な
場
所
で
の
盗
撮
行
為
や
、
事
務

所
、
教
室
そ
の
他
の
特
定
か
つ
多
数
の

者
が
利
用
す
る
よ
う
な
場
所
で
の
盗
撮

行
為
が
禁
止
さ
れ
ま
す
。

◆
第
八
条
（
不
当
な
客
引
行
為
等
の
禁

止
）

　

性
風
俗
営
業
店
や
接
待
飲
食
営
業

店
、
深
夜
マ
ッ
サ
ー
ジ
営
業
店
、
風
俗

案
内
所
、
売
春
類
似
行
為
に
関
す
る
客

　

犬
の
散
歩
中
、
糞
を
放
置
し
た
り
、

リ
ー
ド
を
外
し
た
り
し
て
い
ま
せ
ん

か
？

　

犬
の
糞
を
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
こ

と
は
、
近
隣
住
民
へ
の
迷
惑
と
な
り
、

景
観
の
悪
化
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
上

島
町
ポ
イ
捨
て
等
禁
止
条
例
に
違
反
す

る
だ
け
で
な
く
、
不
法
投
棄
と
い
う
立

派
な
犯
罪
で
す
。「
お
と
な
し
い
か
ら
」

「
し
つ
け
て
あ
る
か
ら
」
と
リ
ー
ド
を

外
し
て
い
る
と
、
大
き
な
音
に
驚
く
等

し
て
興
奮
し
た
と
き
、
十
分
に
犬
を
抑

制
で
き
ず
、
偶
然
通
り
か
か
っ
た
人
に

咬
み
つ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
目
の
届

か
な
い
と
こ
ろ
で
糞
を
す
れ
ば
、
後
始

末
を
す
る
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。

　

犬
を
散
歩
に
つ
れ
て
い
く
と
き
は
、

糞
の
後
始
末
用
の
道
具
を
必
ず
携
帯

し
、
犬
を
放
さ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い
。
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
人
に
迷
惑
を

か
け
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

★
第
16
し
ま
な
み
海
道
空
手
道
大
会

（
11
月
２
日
・
い
き
な
ス
ポ
レ
ク
公
園

体
育
館
）

（
小
学
１
・
２
年
）

型
の
部

　

敢
闘
賞　

池
本　

は
な
（
弓
削
小
）

引
き
行
為
や
誘
引
行
為
、
ス
カ
ウ
ト
行

為
が
禁
止
さ
れ
る
ほ
か
、
違
反
者
に
対

し
警
察
官
が
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
よ

う
中
止
命
令
を
行
い
ま
す
。

◆
第
十
二
条（
嫌
が
ら
せ
行
為
の
禁
止
）

　

正
当
な
理
由
が
な
い
の
に
、
特
定
の

者
に
対
し
、
①
つ
き
ま
と
い
行
為
等
②

行
動
監
視
告
知
③
面
会
等
の
要
求
④
著

し
く
粗
野
又
は
乱
暴
な
言
動
⑤
連
続
電

話
や
メ
ー
ル
送
信
等
⑥
汚
物
等
の
送
付

⑦
名
誉
を
害
す
る
告
知
⑧
性
的
羞
恥
心

を
害
す
る
告
知
等
の
８
類
型
を
反
復
し

て
行
う
こ
と
が
禁
止
さ
れ
ま
す
。

◆
第
十
三
～
十
七
条
（
罰
則
）

　

全
体
的
に
罰
則
が
引
き
上
げ
ら
れ
る

ほ
か
、「
卑
わ
い
な
行
為
の
禁
止
」と「
嫌

が
ら
せ
行
為
の
禁
止
」
に
違
反
し
た
場

合
は
、
六
月
以
下
の
懲
役
又
は
五
十
万

円
以
下
の
罰
金
等
が
科
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

問
愛
媛
県
警
察
本
部
生
活
安
全
部
生
活

安
全
企
画
課
代
表
☎
０
８
９
―
９
３
４

―
０
１
１
０
（
※
詳
し
く
は
、
愛
媛
県

警
察
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
欄
く
だ
さ
い
）

弓
削
空
手
道
会

試
合

結
果

弓
削
高
校

試
合

結
果
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お知らせ

妊
産
婦
等
交
通
費
助
成

申
請
を
お
願
い
し
ま
す

上
島
町
在
住
の
方
で
、
平
成
26
年
４

月
１
日
か
ら
平
成
26
年
11
月
30
日
ま
で

に
妊
婦
健
診
及
び
不
妊
治
療
を
受
け
ら

れ
た
方
は
、
お
早
め
に
お
近
く
の
住
民

課
ま
で
申
請
に
来
て
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

平
成
26
年
度
中
（
平
成
26
年
４
月
～
平

成
27
年
３
月
）
の
申
請
期
限
は
平
成
27

年
４
月
初
旬
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で

お
忘
れ
に
な
ら
な
い
よ
う
、
早
め
の
申

請
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
申
請
方
法
】

・
妊
産
婦
の
方
は
、
母
子
健
康
手
帳
、

車
等
を
利
用
し
た
場
合
は
領
収
書
を
添

付
し
、
申
請
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

・
不
妊
治
療
を
受
け
て
い
る
方
は
、
医

師
の
診
断
書
、
受
診
を
確
認
で
き
る
領

収
書
等
を
添
付
し
、
申
請
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
各
支
所
住
民
課
へ
お
問

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
各
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合
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所
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民
課
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合
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７
７
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５
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６
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３
０
０
０

岩
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総
合
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所　

７
５
―
２
５
０
０

魚
島
総
合
支
所　

７
８
―
０
０
１
１

平成26年12月１日から
「児童扶養手当法」の一部が改正されます

大切なお知らせです！
　これまで、公的年金※を受給する方は児童扶養手当を受給できませんでしたが、平成26年12月以降は、年
金額が児童扶養手当額より低い方は、その差額分の児童扶養手当を受給できるようになります。
　児童扶養手当を受給するためには、お住まいの市区町村への申請が必要です。
※遺族年金、障害年金、老齢年金、労災年金、遺族補償など

今回の改正により新たに手当を受け取れる場合

新たに手当を受給するための手続き

支給開始日

◦お子さんを養育している祖父母等が、低額の老齢年金を受給している場合
◦父子家庭で、お子さんが低額の遺族厚生年金のみを受給している場合
◦母子家庭で、離婚後に父が死亡し、お子さんが低額の遺族厚生年金のみを受給している場合など

児童扶養手当を受給するためには、お住まいの市区町村への申請が必要です。
平成26年12月より前であっても、事前に申請が可能です。

◆手当は申請の翌月分から支給開始となります。ただし、これまで公的年金を受給していたことにより児
童扶養手当を受給できなかった方のうち、平成26年12月１日に支給要件を満たしている方が、平成27年３
月までに申請した場合は、平成26年12月分の手当から受給できます。
◆平成26年12月～平成27年３月分の手当は、平成27年４月に支払われます。
詳しくは、下記へお問い合わせください。

※受給している年金額が手当額よりも低いかどうかは、お住まいの市区町村へご相談ください。

︿参考：児童扶養手当の月額〉 （平成26年４月～）
◦子ども１人の場合　　全部支給：41,020円　
　　　　　　　　　　　一部支給：41,010円～ 9,680円（所得に応じて決定されます）
◦子ども２人以上の加算額　　    ２人目：5,000円、３人目以降１人につき：3,000円

問各総合支所 住民課 児童扶養手当担当
弓削総合支所☎₇₇⊖₂₅₀₃   生名総合支所☎₇₆⊖₃₀₀₀   岩城総合支所☎₇₅⊖₂₅₀₀   魚島総合支所☎₇₈⊖₀₀₁₁
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「子ども・子育て支援新制度」が始まります
　平成27年度から、国の「子ども・子育て支援新制度」がスタートする予定です。これに伴い、保育所等を
利用する際の手続きが変わります。
　利用にあたっては、教育・保育の必要性に応じた支給認定を受けることが必要になります。認定を受けた
場合は認定証が交付されます。
■主な変更点

（１）支給認定の種類

（２）保育の必要量に応じた区分
２号認定または３号認定を受ける方は、保育の必要量によってさらに「保育標準時間」または「保育短時間」
に区分されます。　

（３）保育所の保育料が変わります
所得に応じた負担（応能負担）を基本として、国が決める水準を上限に町が設定します。上島町における平
成27年度からの利用料金については現在検討中です。

（４）保育所入所手続き
①支給認定申請→②支給認定書交付→③保育所入所申込→④保育所決定というのが一般的な流れですが、上
島町では①③を一度に申請および申込することができ、その後、②④を順次に交付、決定します。また、保
育料の算定基準が住民税所得割になったことにより、所得課税証明書が必要となります。

お知らせ

変　更　前 変　　　更　　　後
保育時間
　7：30 ～ 18：00

（上島町の現在の通常保育時
間　8：30 ～ 16：30　 そ
の他の時間は申請により延
長可能）

保育標準時間　11時間（7：30 ～ 18：30）
　※両親共に就労（月120時間以上）、妊娠・出産、災害復旧等の場合
現在保育所を利用中の方は、経過措置として、保育標準時間が選択できま
す。
保育短時間　８時間（8：30 ～ 16：30）
　※両親共に就労（月64時間以上120時間未満）、求職活動等の場合
保育標準時間の方は、保育短時間を選択することもできます。

◦7：30 ～ 8：30、16：30 ～ 18：30の利用もできますが、延長保育
料が必要になります。

※その他の場合は事案を勘案して判断します。

支給認定区分 対象となる子ども 利用できる施設等
１号認定 満３歳以上の就学前の子ども（２号認定を除く） 認定こども園（他市町村）

幼稚園（他市町村）
２号認定 満３歳以上で保護者の労働や疾病等により、保

育を必要とする子ども
認定こども園（他市町村）
保育所（上島町および他市町村）

３号認定 満３歳未満で保護者の労働や疾病等により、保
育を必要とする子ども

認定こども園 （他市町村）
保育所（上島町および他市町村）
小規模保育事業等（他市町村）

変　　更　　前 変　　更　　後
保育料の算定基準 所得税により算定 住民税所得割により算定
通常保育料 ３歳未満児、３歳以上児により保育料

が異なります。
３歳未満児、３歳以上児により保育料が異
なることに加え、保育標準時間と保育短時
間により保育料が異なります。
保育標準時間＞保育短時間

延長保育料 なし 保育短時間の7：30 ～ 8：30、16：30 ～
18：30の利用は延長保育料がかかります。
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お知らせ

年
末
年
始
の
役
場
事
務

バ
ス
時
刻
に
つ
い
て

①
役
場
窓
口
事
務
に
つ
い
て

平
成
26
年
12
月
26
日（
金
）…
17
時
15
分

ま
で

平
成
27
年
１
月
５
日（
月
）…
８
時
30
分

か
ら

休
日
…
平
成
26
年
12
月
27
日（
土
）～
平

成
27
年
１
月
４
日（
日
）　

問
☎
０
８
９
７
―
７
７
―
２
５
０
０

②
町
有
バ
ス
運
休
に
つ
い
て

上島町立保育所

継続手続きおよび入所申込みのご案内
　保育所の継続手続きおよび入所申込みの受付けを次のとおり行いますので、継
続および入所を希望される方は、所定の申請書に必要事項を記入の上、下記要領
でお申込みください。

《申込期間》
［継続］平成26年12月１日（月）～ 12月12日（金）８：30 ～ 17：15　※土日祝祭日除く。
［入所］平成26年12月１日（月）～ 12月12日（金）８：30 ～ 17：15　※土日祝祭日除く。
《対象年齢》　６ヶ月～就学前　０歳児保育が始まります
《申込場所》　上島町役場各総合支所　住民課及び保育所
《必要書類》
［継続］（継続の方は書類を保育所より配布いたします。）

①支給認定申請書兼入所（園）申込書　②家庭において児童を保育することが
できないことを証明する書類（雇用証明書、就労状況確認書等）③平成26年度
所得課税証明書（平成26年１月１日時点で保護者の住所が上島町にない場合）
④印鑑

［入所］※①②の用紙は、各総合支所住民課にあります。
①支給認定申請書兼入所（園）申込書　②家庭において児童を保育することが
できないことを証明する書類（雇用証明書、就労状況確認書等）③平成26年度
所得課税証明書（平成26年１月１日時点で保護者の住所が上島町にない場合）
④印鑑

《保育所入所基準》
　児童と同居の保護者（保護者以外の同居者も含む）が昼間家庭で保育ができな
い次のいずれかの場合
①家庭外労働　親が家庭外で仕事をしており、児童の保育ができない場合
②家庭内労働　親が家庭で児童と離れ家事以外の仕事をしており、児童の保育ができない場合
③親のいない家庭　死亡・行方不明・拘禁等の理由で、親がいない家庭の場合
④母親の出産等　母親が出産前後に病気・負傷・心身障害で、児童の保育ができない場合
⑤病人の看護等　家庭に長期にわたる病人・心身に障害のある人がいるため、親が

いつもその看護にあたっており、児童の保育ができない場合
⑥家庭の災害　火災・風水害・地震等の災害復旧の間、児童の保育ができない場合
問各総合支所住民課
　弓削総合支所　☎77-2503  生名総合支所　☎76-3000
　岩城総合支所　☎75-2500  魚島総合支所　☎78-0011

③
岩
城
福
祉
バ
ス
運
休
に
つ
い
て

運
休
日
…
平
成
26
年
12
月
28
日（
日
）

～
平
成
27
年
１
月
４
日（
日
）

※
平
成
27
年
１
月
５
日（
月
）か
ら
平
常

通
り
運
行
し
ま
す
。

問
☎
０
８
９
７
―
７
４
―
０
７
５
５

④
せ
と
う
ち
交
流
館
に
つ
い
て

年
末
・
年
始
も
開
館
し
て
い
ま
す
。

皆
様
の
ご
利
用
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

問
☎
０
８
９
７
―
７
７
―
２
２
５
２

⑤
潮
湯
に
つ
い
て

12
月
22
日（
月
）…
定
休
日

12
月
23
日（
火
）～
12
月
28
日（
日
）…
通

常
営
業

12
月
29
日（
月
）…
定
休
日

12
月
30
日（
火
）…
通
常
営
業

12
月
31
日（
水
）～
１
月
１
日（
木
）…
年

末
年
始
休
館

１
月
２
日（
金
）以
降
…
通
常
営
業

問
☎
０
８
９
７
―
７
４
―
０
８
０
８

幹　線 弓削線
（つるかめ） 生名線

12/31㈬ 日・祝日時刻表で運行 運休 運休
１/１㈭・１/２㈮ 全便運休
１/３㈯・１/４㈰ 日・祝日時刻表で運行 運休 運休

12/31（水）・1/3（土）・1/4（日）は下記の時刻になります。
始発　　立石港発（弓削港務所行）　　９時34分
終発　　立石港発（久司浦行） 　　　　16時25分
※上記の始発から終発の間は、平常時刻通りです。
1/5（月）から平常通り運行します。
問☎0897⊖77⊖4545



2014年12月　　18

お知らせ

日 潮 高　　潮 低　　潮
時刻 潮位 時刻 潮位 時刻 潮位 時刻 潮位

1 小 6：07 285 18：38 314 - - 12：13 98
2 長 7：25 300 19：40 314 1：07 81 13：33 102
3 若 8：32 322 20：35 318 2：10 59 14：43 99
4 中 9：29 344 21：25 322 3：05 37 15：42 92
5 中 10：20 361 22：11 324 3：53 17 16：33 88
6 大 11：06 372 22：53 323 4：38 4 17：19 86
7 大 11：49 375 23：33 317 5：19 -1 18：01 89
8 大 - - 12：30 370 5：58 1 18：42 95
9 大 ₀：₁₁ 309 13：08 360 6：36 11 19：21 103

10 中 ₀：₄₈ 296 ₁₃：₄₆ 345 7：12 27 19：59 112
11 中 1：26 282 14：23 328 7：48 48 20：38 121
12 中 2：06 266 15：01 310 8：24 71 21：19 129
13 小 2：50 251 15：42 293 9：02 95 22：06 134
14 小 3：45 238 16：28 278 9：47 118 22：59 134
15 小 4：57 231 17：22 268 10：43 138 - -
16 長 6：18 235 18：20 264 0：01 127 11：58 151
17 若 7：32 250 19：18 265 1：04 114 13：20 154
18 中 8：31 272 20：10 273 1：59 94 14：30 147
19 中 9：20 297 20：57 283 2：47 70 15：25 134
20 中 10：04 323 21：42 296 3：31 45 16：12 119
21 大 10：45 346 22：25 308 4：12 22 16：55 105
22 大 11：25 364 23：08 319 4：53 2 17：36 91
23 大 12：06 375 23：51 326 5：34 -11 18：16 81
24 大 - - 12：47 380 6：16 -17 18：58 74
25 中 0：36 327 13：29 376 6：59 -13 19：41 70
26 中 1：23 324 14：13 366 7：44 0 20：27 70
27 中 2：14 315 15：01 350 8：32 21 21：17 71
28 小 3：12 302 15：53 331 9：25 48 22：13 74
29 小 4：19 290 16：50 313 10：26 77 23：16 73
30 小 5：36 284 17：54 298 11：38 102 - -
31 長 6：58 288 19：03 291 0：29 69 13：01 115
※この潮汐表は、尾道港を基準港として計算した弓削港のものです。
※この潮汐表は、（一財）日本水路協会から引用したものです。

㈪
㈫
㈬
㈭
㈮
㈯
㈰
㈪
㈫
㈬
㈭
㈮
㈯
㈰
㈪
㈫
㈬
㈭
㈮
㈯
㈰
㈪
㈫
㈬
㈭
㈮
㈯
㈰
㈪
㈫
㈬

12 月 の 潮 汐 表

「陸上自衛隊高等工科学校生徒」募集！

◆制度概要　将来陸上自衛隊において、高機能化・システ
ム化された装備品を駆使・運用するとともに国際社会にお
いても自信を持って対応できる自衛官となる者を養成する
ために、中学校卒業者等を対象に採用する制度です。生徒
課程終了後に高等学校（神奈川県立横浜修悠館高校）卒業
資格を取得
◆身分手当　特別職国家公務員、生徒手当：94,900円（毎月）
及びボーナス年２回（６月・12月が支給されます）
◆応募資格　日本国籍を有し、平成27年４月１日現在、15
歳以上17歳未満（平成10年４月２日から平成12年４月１日
までの間に生まれた者）の男子で中学校卒業者又は中等教
育学校の前期課程修了者（平成27年３月卒業・修了見込み
の者を含む）
◆願書受付　平成26年11月１日（土）～平成27年１月９日（金）
◆一次試験　平成27年１月24日（土）
　　　　　　今治市民会館（５教科択一式・作文）
◆申込問合先　今治市北宝来町1-1-16　今治市庁舎第４別
館１階　自衛隊愛媛地方協力本部今治地域事務所
☎0898-33-0038
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活
性
化
を
支
援
し
て

い
ま
す
。

　
「
備
品
の
入
れ
替
え
で
机
や
椅
子
が
不

要
に
な
っ
た
」「
生
産
し
て
い
る
製
品
を

施
設
な
ど
に
提
供
し
た
い
」
な
ど
の
ご
希

望
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
、
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

　

多
く
の
活
動
団
体
で
は
活
動
に
使
う
物

品
や
購
入
の
た
め
の
予
算
が
不
足
す
る
と

い
う
問
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。
物
品
を
提

供
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
応
援
し
ま

せ
ん
か
。

　

詳
し
く
は
、「
愛
媛
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ネ
ッ

ト
」
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
応
援
企
業
等
マ
ッ

チ
ン
グ
事
業
コ
ー
ナ
ー
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

   http://nv.pref.ehim
e.jp/m

atching/
index.htm

l

問
愛
媛
県
男
女
参
画
・
県
民
協
働
課

　

☎
０
８
９
―
９
１
２
―
２
３
０
５

HP

HP
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受
け
継
ぎ
し
家
百
年
の
庭
落
葉田

坂　

紫
苑

今
日
も
又
孫
と
オ
セ
ロ
や
日
向
ぼ
こ

田
坂
芙
代
子

大
輪
の
菊
眺
め
つ
つ
綴
る
文

中
本
砂
恵
子

交
わ
す
挨
拶
爽
や
か
に
登
校
児中

脇　

幸
造

書
く
こ
と
の
あ
ら
ま
し
ご
と
を
成
し
終
え

て
仰
げ
ば
月
蝕
い
ま
真
半
分

池
田　

知
幸

平
凡
が
一
番
心
安
ら
ぐ
と
小
菊
の
鉢
を
窓

ぎ
わ
に
置
く

池
本　

滝
子

秋
深
む
木
々
の
間
合
の
花
求
め
黒
揚
羽
一

つ
力
尽
き
る
ま
で

村
上　

昌
子

蕾
持
つ
菊
花
の
幾
鉢
表
へ
と
少
し
足
り
た

る
一
日
暮
る
る

濱
田
イ
セ
子

上島の文芸

水　

曜　

会
【
弓
削
】

生
名
短
歌
会
【
生
名
】

一
望
の
野
原
の
ス
ス
キ
白
長
け
て
冬
の
気

配
の
深
ま
り
て
ゆ
く

渡
辺
ス
ズ
子

星
仰
ぎ
花
を
賞
で
つ
つ
老
い
づ
き
て
わ
れ

に
や
さ
し
き
生
名
の
灯
り

村
上　
　

司

雲
の
間
に
皆
既
月
蝕
見
え
隠
れ
我
も
出
で

入
り
赤あ

か暗
い
月
み
る

村
上
優
美
子

神み

輿こ
し

か
く
少
女
ら
の
声
華
や
か
に
若
さ
み

な
ぎ
る
額
光
れ
り

宮
本
佳
世
子

盆
の
夜
は
櫓
太
鼓
と
長
老
の
音
頭
に
合
は

せ
輪
と
な
り
踊
り
き

浪
本　

綾
子

三
世
代
全す

べ
て員

が
揃
ひ
吾あ

と
妻
の
金
剛
婚
を

共
に
寿
ぐ

池
田　

繁
雄

仕
事
終
へ
飲
み
干
す
ア
イ
ス
コ
ー
ヒ
ー
の

真
夏
程
に
は
楽
し
め
ぬ
秋

森
本　

和
佳

む
せ
ぶ
香
の
風
に
漂
ふ
庭
先
は
木
犀
の
花

咲
き
初
め
る
秋

浪
本
三
千
彦

遠
き
日
に
海
に
溺
れ
る
幼
子
を
助
け
た
り

し
が
如
何
に
過
ご
す
や

白
石　
　

勇

じ
い
ち
ゃ
ん
の
草
刈
り
姿
が
大
好
き
と
孫

に
言
は
れ
て
夫つ

ま

の
微
笑
む

西
本　

優
子

真
の
友
だ
か
ら
話
せ
ぬ
こ
と
の
あ
り

無
器
用
に
生
き
て
自
分
に
努
力
賞

佐
伯　

真
柳

支
所
出
て
も
な
お
偉
ぶ
っ
て
お
り
し
か
な

見
栄
を
切
る
大
根
役
者
多
か
り
き

ぜ
ん
き
ょ
う

祭
り
寄
付
明
日
よ
り
締
め
る
年
金
者

爽さ
わ

や
か
に
手
を
振
り
幼
児
知
事
迎む
か

う

久
保
か
す
み

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
の
飾
り
に
満
ち
し
遊
戯
室

歪ゆ
が

み
た
る
碗わ
ん

も
我
が
作
愛い
と

お
し
く

し
ん
ど
ふ
じ

そ
の
島
に
い
つ
ま
で
い
る
の
早
よ
う
来き

な

葱
大
根
河ふ

ぐ豚
牡か

き蠣
海な
ま
こ鼠

島
が
良
い

柳　
　

小
福

戦
中
の
芋
や
碾ひ

き
わ
り割

食
べ
し
こ
と

噴
火
予
知
出
来
れ
ば
ノ
ー
ベ
ル
賞
も
の
か

松
原　

瑞
峰

む
つ
み
歌
会
【
岩
城
】

西
本　

優
子

魚
島
俳
歌
柳
会
【
魚
島
】

　　平成26年工業統計調査を実施します！
　工業統計調査とは、１年間の生産活動に伴う製造品の出荷額、原材料使用額などを調査し、製造業の実
態を明らかにすることを目的とする、政府の重要な調査です。
　上島町では、次のとおり平成26年12月31日現在で、平成26年工業統計調査を実施します。

【対象事業所】　製造業を営む従業員４人以上の全ての事業所
【調査票配布時期など】
12月中旬～来年１月にかけて、統計調査員が調査票を持ってお伺いする、又は国か
ら直接郵便で届きます。
お忙しい時期とは存じますが、調査へのご回答をよろしくお願い致します。
問上島町弓削総合支所　広報情報課　☎0897-77-2500
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ＡＬＴコーナー・こんにちは町長です

　

十
月
二
十
六
日
に
開
催
さ
れ
た
「
国
際
サ
イ
ク
リ
ン

グ
大
会
」
に
お
い
て
は
、
町
民
の
皆
様
を
初
め
、
多
く

の
方
々
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
天
候
に
も
恵
ま
れ
「
世
界
に
誇
れ
る
」

大
会
に
な
り
ま
し
た
。

　

何
よ
り
も
上
島
町
民
の
声
援
や
お
も
て
な
し
が
温
か

く
、
国
内
外
の
サ
イ
ク
リ
ス
ト
か
ら
感
動
の
声
が
あ

が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

私
も
今
治
か
ら
上
島
町
の
コ
ー
ス
を
走
ら
せ
て
頂
き

ま
し
た
が
、改
め
て
の
発
見
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
、

上
島
町
は
瀬
戸
内
を
代
表
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
、
素
晴

ら
し
く
綺
麗
な
情
景
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
自
動

車
道
を
開
放
し
た
「
し
ま
な
み
海
道
」
縦
断
も
初
め
て

の
経
験
で
し
た
が
、
自
転
車
と
共
に
船
で
移
動
し
、
上

島
町
内
の
島
々
を
駆
け
抜
け
る
そ
の
爽
快
感
は
自
動
車

道
に
勝
る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
エ
ン
ト
リ
ー
八
千
名

の
内
、
限
定
五
百
名
が
上
島
町
の
コ
ー
ス
で
し
た
が
、

事
前
の
申
し
込
み
で
真
っ
先
に
満
杯
に
な
っ
た
理
由

は
、
こ
う
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
の
か
と
再
認
識
さ
せ
ら

れ
ま
し
た
。

　

翌
日
も
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
社
の
劉
会
長
や
中
村
知
事
、

台
湾
か
ら
の
お
客
様
数
十
名
と
「
と
び
し
ま
海
道
」
な

ど
約
七
十
キ
ロ
を
走
り
ま
し
た
。
劉
会
長
は
「
国
際
サ

イ
ク
リ
ン
グ
大
会
」
前
日
の
夜
遅
く
日
本
に
入
り
、
同

じ
距
離
を
走
っ
た
ば
か
り
な
の
に
、
そ
の
体
力
に
は
驚

く
ば
か
り
で
す
。

　

劉
会
長
は
御
年
八
十
歳
、
上
島

町
民
の
皆
さ
ん
今
か
ら
始
め
て
も

十
分
楽
し
め
ま
す
。

　
「
健
康
」「
友
情
」「
生
き
が
い
」。

レ
ッ
ツ
・
サ
イ
ク
リ
ン
グ

《弓　削》毎週月曜日　19：30 ～ 弓削地域交流センター
《生　名》毎週月曜日　 9：00 ～ 生名公民館
《岩　城》毎週木曜日　20：00 ～ 岩城総合支所庁舎
《魚　島》毎週水曜日　19：30 ～ 魚島開発センター

Hello, everyone.
I’m Michael, the ALT on Iwagi.
Since I first came to Iwagi, I’ve seen many festivals.  

Naturally since Kamijima-cho values its own history, 
I would imagine that not much changes from year-to-
year in its festivals.  I think that preserving history is 
a great thing, and very natural for festivals to stay the 
same.

However, my experience with festivals has recently 
changed completely. At the time of Yuge’s summer 
festival, I had only met about ten citizens of Kamijima-
cho. There were many new faces, and for that reason, 
Yuge’s summer festival was very fun. Two years ago, 
when I travelled to Nagano I saw a local festival–in the 
same way, when I first came to Kamijima-cho, it felt 
like I was travelling again.

Yuge’s festival ended, three months passed, and it 
became fall.  Since my life on Iwagi completely changed 
in those three months, of course my experience with 
festivals completely changed too. While I still didn’t 
recognize many faces, what changed was that Iwagi 
no longer felt like a place where I was travelling, but 
a place where I was living. I met many students that I 
teach at school, and I talked to many adults that I had 
met around town. Though I learned many new things 
about local culture, my best experience was knowing 
people on Iwagi, and therefore understanding the place 
a little more.

I did a lot in my first three months on Iwagi. I didn’t 
know anything about Ehime before I came to Iwagi, 
and though I’ve come to understand a little bit, there 
are still many, many things that I want to do.

皆さん、こんにちは。
ALT岩城担当のマイケルです。
私は初めて岩城に来て以来、色々な祭りを見ました。

やはり上島町の祭りは、伝統を大事にしており、昔とあ
まり変わっていないのではないかと思います。歴史を守
るのはとても良いことだと思うし、それは当たり前なこ
とのように思います。

祭りを通して自分自身の意識がすっかり変わりまし
た。弓削の夏祭りの時、僕はたった10人ほどの知人にし
か会いませんでした。弓削の夏祭りでは、初めて出会っ
た人たちもたくさんいて、とても楽しむことができまし
た。２年前、長野旅行で現地の祭りを見に行った時と同
じような雰囲気を、再び上島町でも味わうことができま
した。

弓削の夏祭りが終わって、３ヶ月が過ぎ、秋を迎えま
した。３ヶ月で生活はすっかり変わり、また祭りの体験
も変わりました。変わったことは、まだ知らない人たち
がいるにも関わらず、岩城は観光地ではなく、居住地に
なったということです。色々な学校で教えている子供た
ちと出会ったり、上島町で出会った方々と話したりしま
した。岩城の文化についてたくさん教えていただき、岩
城の方や岩城という場所について知ることができたこと
は僕にとってよい経験になりました。上島町について少
し分かってきたような気がします。

岩城に来て３ヶ月、僕は色々なことに取り組みました。
岩城に来るまで、愛媛について何も知りませんでした。
少しずつ分かってきましたが、ここでやりたいことはま
だまだたくさんあります。

　　文・訳：ヒューズ・マイケル
　 （これは、ALTの原文を載せています）

今回の担当は岩城担当のヒューズ・マイケル
です。ALTとして上島町に赴任して約３ヶ月、
その間の心境の変化について語っています。



戸籍だより 10月分

※戸籍だよりにつきましては、上島町各総合支所窓口へ
届け出に来られた方で、掲載の了解をいただいた方の
みを掲載しています。なお、町内外の方で掲載をご希
望の方は、上島町各総合支所住民課へご連絡下さい。

■弓削総合支所　住民課　TEL 0897︲77︲2503
■生名総合支所　住民課　TEL 0897︲76︲3000
■岩城総合支所　住民課　TEL 0897︲75︲2500
■魚島総合支所　住民課　TEL 0897︲78︲0011

死 亡

出 生

人口の動き
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戸籍だより・行事カレンダー

区　分 男 女 合　計 世帯数

弓　削 1,676
（　  3）

1,677 
（▲   4）

3,353
（▲   1）

1,895
（　   5）

生　名    775
（　  3）

   922
（▲   3）

1,697
（　  0）

   888
（　   0）

岩　城 1,173
（　  5）

   976
（▲   1）

2,149 
（　   4）

1,147
（　   4）

魚　島    107
（　   1）

   103
（　   0）

   210
（　   1）

   132
（　   1）

合　計 3,731
（　  12）

3,678
（▲   8）

7,409
（　   4）

4,062
（　  10）

※平成24年７月９日に住民基本台帳法が改正され、外国人
も住民登録されることになりました。人口には外国人が
含まれております。（　）は前月比です。

上島町 12月 行事カレンダー
1日㈪ まちづくり懇談会（沢津集会所19:00 ～）

潮湯休館日

2日㈫
人権相談（生名公民館9:00 ～ 12:00）
まちづくり懇談会（老人福祉センター 19:00 ～）
岩城郷土館・スポレク体育館休館日

3日㈬ 潮湯水中歩行講座（10:45 ～ 11:30）
まちづくり懇談会（引野公営住宅集会所19:00 ～）

4日㈭ まちづくり懇談会（明神集会所19:00 ～）
5日㈮ まちづくり懇談会（中央集会所19:00 ～）
6日㈯
7日㈰

8日㈪ まちづくり懇談会（中都・浜都集会所19:00 ～）
潮湯休館日

9日㈫ まちづくり懇談会（粟手集会所19:00 ～）
岩城郷土館・スポレク体育館休館日

10日㈬

潮湯水中歩行講座（10:45 ～ 11:30）
行政相談（岩城コミュニティーセンター 9:00 ～ 12:00）
まちづくり懇談会（土生集会所19:00 ～）
スポレクナイトヨガ教室（20:15 ～ 21:00）

11日㈭ まちづくり懇談会（狩尾集会所19:00 ～）
12日㈮ 潮湯水中歩行講座（10:45 ～ 11:30）
13日㈯
14日㈰
15日㈪ 潮湯休館日
16日㈫ 岩城郷土館・スポレク体育館休館日

17日㈬
行政相談（生名公民館10:00 ～ 12:00）
行政相談（せとうち交流館9:00 ～ 12:00）
スポレクナイトヨガ教室（20:15 ～ 21:00）

18日㈭
19日㈮ 潮湯水中歩行講座（10:45 ～ 11:30）
20日㈯
21日㈰
22日㈪ 潮湯休館日
23日㈫ 天皇誕生日岩城郷土館・スポレク体育館休館日
24日㈬
25日㈭
26日㈮ 役場仕事納め（１月５日仕事始め）
27日㈯
28日㈰

29日㈪
潮湯休館日
岩城郷土館休館（12月29日～１月３日）
スポレク体育館　臨時営業日（10時～ 17時）

30日㈫ スポレク体育館　臨時営業日（10時～ 17時）

31日㈬ 潮湯休館日
スポレク体育館　臨時営業日（10時～ 17時）

【寄　附（敬称略）】　10月31日までの受付
次の方に寄附をいただきました。紙上より厚く

お礼申し上げます。
◯岡本　孝子　　福祉事業のために　　金一封
◯山口　修身　　ふるさと納税　　　　金一封
◯髙倍　正典　　ふるさと納税　　　　金一封
◯澤　　幸子　　ふるさと納税　　　　金一封

吉
よし

田
だ

　浩
こう

喜
き

（生　名）♡  岩
いわ

佐
さ

真
ま さ こ

沙子（福島県）

柏
かしはら

原　彰
しょうた

太　　充明・愛実（弓　削）
天
あま

野
の

楓
か の ん

乃音　　素晴・智代（岩　城）
原
はら

　宗
そういちろう

一郎　　大輔・智裕（岩　城）
亀
かめ

井
い

　　蘭
らん

　　英幸・愛　 （岩　城）

黒
くろずみ

住　隆
たかゆき

行　 10月８日　　65歳（弓　削）
中
なか

野
の

ト
と よ こ

ヨ子　 10月９日　　72歳（生　名）
島
しま

根
ね

小
さ よ こ

夜子　 10月26日　　96歳（弓　削）
田
た

房
ぶさ

　幸
さち

子
こ

　  10月29日　　85歳（弓　削）

《今月の税金の納期限》
●固定資産税第3期分　　　　：12月25日(木)
●国民健康保険税第6期分　　：12月26日(金)
●後期高齢医療保険料第6期分：12月26日(金)
注）口座振替日は、12月25日（木）となります。
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岡
おか

野
の

　　琳
りん

ちゃん
12月11日生まれ（生名）

♪メッセージ♪
笑顔のかわいい琳ちゃん。すくすく
元気に育ってね。　　寛大＆明日香

有
あり

馬
ま

裕
ゆ き こ

紀子ちゃん
12月4日生まれ（弓削）

♪メッセージ♪
丈夫な体と豊かな心を持った女
の子に成長してね。おめでとう。

啓介＆貴子

　

冬
季
に
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を
な
し
て
木
か
ら
木

へ
移
動
し
採
餌
し
ま
す
。
飛
来
数

は
年
に
よ
る
変
動
が
大
き
く
、
空

が
暗
く
な
る
ほ
ど
の
大
群
が
見
ら

れ
る
こ
と
も
あ
る
よ
う
で
、
そ
の

大
群
が
枯
れ
木
に
止
ま
る
と
花
が

咲
い
た
よ
う
に
な
り
、
そ
の
様
子

は
古
来
よ
り
和
歌
な
ど
に
詠
ま
れ

た
り
し
ま
し
た
。
民
家
に
近
い
林

に
も
現
れ
る
の
で
橙
色
し
た
ア
ト

リ
を
探
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
《
提
供　

弓
削
野
鳥
の
会
》

平成26年１月生まれの赤ちゃん募集！
■締 切 日　12月２日（火）
■投稿方法　次を各総合支所へ投稿してください。
★赤ちゃんの顔写真１枚
★①住所・②名前・③性別・④生年月日
　⑤保護者名・⑥電話番号・⑦メッセージ

ア
ト
リ

（
ア
ト
リ
科
）

平成27年上島町成人式のご案内
　（平成６年４月２日生まれ～

平成７年４月１日生まれの方）　

　次のとおり、平成27年上島町成人式を開催します。
新成人の皆様、ふるさとの成人式にぜひご出席くだ
さいますようご案内いたします。
■日時　平成27年１月３日（土）10：55 ～
■場所　せとうち交流館
■内容　式典、記念イベント、記念撮影など
弓削地区
佐伯　拓朗　楸　　敦絵　水野　菜月　蓼原　彰吾 
光吉　勝昭　河端　郁見　田中　魁人　岡野由有花 
田中　翔太　西倉　瑛理　村上　由香　西中　一馬 
越智　大貴　田窪　千暖　大本　和人　升田　政道 
坂井　孝圭　小田　萌子　藤田　悠希　岡野裕美子 
長尾　好夢　青木　夏海　藤田あかり　小林　育未 
山下　一将　梨木　成実　中溝　　亮　小林　佳博 
尾崎　　健　永本　迪隆　宮原　啓介
生名地区
阪井　伶名　北野　康希　村上麻矢加　村上　朋也
池本　美和　佐伯　流星　村上優莉菜　高田安佳莉 
村上　尚広　上村　拓生　岡　夏主馬
岩城地区
古林　和真　村上　もも　幸本　竜弥　森本　敦喜
田中　真聖　林　謙太朗　加納　莉沙　林　　真史
田中　一翠　宮本　　葵　小林彩奈笑　田名後　澪
砂川　隆哉
魚島地区
竹内　哲也
弓削商船高等専門学校
藤澤　太志

※各地区の対象者のお名前は、許可をいただいた方
のみ掲載しています。
　該当されている方には、個人（保護者）宛に案内
状を送付しています。万一届いていない方がいらっ
しゃいましたら、至急ご連絡ください。また、現在
町外へ転出されている方も参加できますので、心当
たりの方はご連絡ください。
●上島町教育委員会	 ☎77-2128
●岩城支所		  ☎75-2500
●魚島支所		  ☎78-0011

亀
かめ

井
い

　　翔
かける

くん
12月3日生まれ（岩城）

♪メッセージ♪
これからももっといっぱい一緒
に遊ぼうね　　　正輝＆久美子


